
　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい
たします。受講用URLは後日お送りいたしま
す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的
にお受けしておりませんので、ご都合により出
席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 251234

 

◆日時：2025年12月11日（木） 13:00～16:00

◆本セミナーのアーカイブ配信はございません。

◆受講料 ： 1名につき49,500円（税込、資料付）

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy

□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

『多国籍チームマネジメント』セミナー申込書　FAX：03‐5857‐4812

異文化から生まれる創造力 — R&D現場における多様性と共創のマネジメント
Diversity, Psychological Safety and Innovation in Global Research Teams

セミナーURLはこちら

https://www.rdsc.co.jp/seminar/251234

【講師】 関東学院大学　社会連携センター　特任教授
　　　 早稲田大学大学院経営管理研究科　
　　　 早稲田ビジネススクール　非常勤講師　松野尾 萌氏

【プログラム】 １.R&Dと異文化の時代
 　1-1 グローバル研究環境の変化と多様性の意義
　 1-2 異文化マネジメントが研究成果に与える影響

2.文化と価値観の多様性を理解する
　 2-1 Hofstedeの6次元モデルなど文化論の活用
　 2-2 日本人と海外研究者の価値観・動機・発表文化の違い
　 2-3 研究倫理・キャリア志向の相違点

3.異文化コミュニケーションと心理的安全性
 　3-1 ハイコンテクスト／ローコンテクストの壁
　 3-2“言わなくても分かる”が通じない理由
　 3-3 Speak Upを促す対話の設計法

4.ダイバーシティが生むイノベーション
　 4-1 SECIモデルで見る知識創造理論の多文化的拡張
　 4-2 多様性から生まれたR&Dイノベーションの実例
　 4-3 「創造的衝突」を成果に変える思考法

5.ケース・ワークショップ
　 5-1 実際の多文化研究チームの事例分析
　 5-2 ロールプレイで学ぶ建設的コミュニケーション
　 5-3 個人行動計画（Action Plan）の作成

　　　  グローバル化が進む研究・開発の現場では、異なる価値観・
文化 ・ 専門性を持つメンバーが協働する機会が急増しています。
しかし、 その多様性はしばしば誤解や摩擦を生み、 潜在的な創造
力を阻む要因ともなります。本講演では、 異文化理解を単なる 「相
互理解」ではなく、新たな知の融合を生み出すプロセスとして捉え、
イノベーションを加速させるマネジメント視点を提供します。心理的
安全性を確保しつつ、 多文化チーム内の対話を活性化し、 異なる
発想を結合させることで、 研究現場における創造的衝突 （Creative 

Friction）を成果へと転換する具体的アプローチを学びます。

【趣旨】 

【ご経歴】

・ 学術関係
　日本組織学会会員　国際戦略経営学会会員　ベトナム貿易大学客員教授
　早稲田大学イノベーション戦略研究部会研究員

・ ビジネス略歴
　1990 – 2010　ソニー株式会社　（経営戦略部、商品企画部、マーケティング部他）
　/ ソニー英国赴任　中欧 B2B 統括責任者　/ ソニー中国赴任　B2B 統括責任者
　2010 – 2017　独 ・ メルク株式会社　営業マーケティング部門ダイレクター
　2017 – 2022　米 ・ アフトンケミカル株式会社　代表取締役社長

【習得できる知識】 

◎多文化環境での協働力と創造性を高めるマネジメント手法
　→ 研究チーム内での誤解や摩擦を防ぎ、相互理解を促す具体的な
　　  対話設計・意思疎通のフレームワークを身につけます。

◎心理的安全性を基盤としたリーダーシップとイノベーション創出スキル
　→ 部下や外国籍研究者が安心して意見を発言できる環境づくりを通じて、
　　　創造的な議論や新規アイデア提案を引き出す方法を学びます。

◎文化差分析の枠組み（Hofstede, Erin MeyerのCulture Map）の活用法
　→ 研究プロジェクトにおける国籍・文化背景の違いを可視化し、
　　  効果的なチームビルディング・タスク配分に応用できます。

◎SECIモデル（知識創造理論）を応用した多様性×知識創造の促進
　 メカニズム
　→ 異なる価値観を組み合わせて新しい研究テーマ・発想を生み出す
　　　「知識共有のデザイン」を理解し、R&D組織の知的生産性向上に
　　　活かせます。

◎多文化チームでのコミュニケーション＆フィードバック技法
　→ 日本人特有の“曖昧な表現”や“遠慮”を乗り越え、外国籍研究者に
　　　明確・肯定的に伝える指導・評価の方法を実践的に修得します。

★異なる価値観・文化・専門性を持つメンバーの協働において、単なる「相互理解」ではなく、
   新たな知の融合を生み出すプロセスとしてイノベーションを加速させるマネジメント視点を提供します。

★研究現場における創造的衝突を成果へと転換する具体的アプローチを学びます。

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

会員（案内）登録していただいた場合、通常1名様申込で49,500円（税込）から
　・1名で申込の場合、46,200円（税込）へ割引になります。

　・2名同時申込で両名とも会員登録をしていただいた場合、計49,500円（2人目無料）です。

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。


